
十勝農業の今を知り 未来を読み解く

酪農女性サミットを開く実行委メンバー。左から4人目が実行委員長を務める砂子田さん

▼
酪
農
女
性
の
交
流
の
場
や
学

　び
の
場
と
し
て

　

酪
農
の
現
場
で
は
女
性
も
多
く
活
躍
し

て
い
る
。全
国
の
酪
農
に
関
わ
る
女
性
が

集
ま
る「
酪
農
女
性
サ
ミ
ッ
ト
」（
実
行
委

員
会
主
催
）が
２
年
前
か
ら
開
か
れ
、交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。同
サ
ミ
ッ
ト
は
１２

月
３
、４
の
両
日
、帯
広
市
内
の
北
海
道
ホ

テ
ル
で
、管
内
で
初
開
催
さ
れ
る
。

　
農
水
省
に
よ
る
と
、酪
農
現
場
の
女
性

従
事
者
は
全
体
の
４１
・
９
％
。女
性
が
経
営

に
参
画
し
て
い
る
酪
農
家
の
割
合
は
６３
・

１
％
で
、稲
作（
４０
・
９
％
）、肉
用
牛（
５１
・

２
％
）の
各
農
家
と
比
較
し
て
も
高
い
。

　「
酪
農
女
性
サ
ミ
ッ
ト
」は
こ
れ
ま
で
札

幌
市
、根
室
管
内
中
標
津
町
で
開
か
れ
、

昨
年
は
１０
〜
６０
代
の
約
２
４
０
人
が
集
ま

っ
た
。広
尾
町
で
酪
農
を
営
む
砂
子
田
円

佳（
す
な
こ
だ
・
ま
ど
か
）実
行
委
員
長
を

中
心
に
、２
０
１
６
年
に
開
か
れ
た
セ
ミ

ナ
ー
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち
が「
酪
農

女
性
の
交
流
や
学
び
の
場
を
設
け
た
い
」

と
企
画
。昨
年
は
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ

れ
た
。

　
今
年
は「
酪
農
女
性
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

Ｕ
Ｐ
！
講
座
」と
題
し
て
仕
事
や
家
庭
、育

児
に
つ
い
て
話
す
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
作

業
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、乳
価
な
ど
酪

農
経
済
を
学
ぶ
講
演
会
も
行
わ
れ
る
。

　
第
１
回
か
ら
実
行
委
員
長
を
務
め
る

砂
子
田
さ
ん
は「
地
元
の
十
勝
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
う
れ
し
い
。
交
流
し
、勉

強
し
、仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ

て
」と
話
す
。

▼
管
内
で
活
躍
す
る
ラ
ク
ジ
ョ

　

十
勝
毎
日
新
聞
は「
酪
農
女
性
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
９
」
開
催
を
機
に
、農
業
ガ
イ

ド（
土
曜
掲
載
）で
、管
内
で
活
躍
す
る
酪

農
女
性
を
紹
介
す
る
連
載「
ラ
ク
ジ
ョ
＠

十
勝
」を
展
開
。こ
れ
ま
で
７
人
の
酪
農

女
性
に
取
材
を
し
、酪
農
に
従
事
し
た
き

っ
か
け
や
や
り
が
い
を
聞
い
た
。

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
に
励
む
士
幌

町
の
山
岸
和
佳
さ
ん
は
主
に
人
工
授
精
や

受
精
卵
移
植
、妊
娠
鑑
定
を
担
う
。「
で
き

る
だ
け
空
胎
日
数
を
少
な
く
無
駄
な
期
間

を
つ
く
ら
な
い
」と
目
標
を
持
つ
。

　
非
農
家
出
身
の
大
樹
町
の
三
木
睦
子
さ

ん
は
結
婚
を
機
に
酪
農
の
世
界
に
。「
酪
農

は
夫
婦
、家
族
で
一
つ
の
同
じ
目
標
を
持
て

る
の
が
良
い
」と
話
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
目
線
が
生
か
さ
れ
る

場
面
も
多
い
。帯
広
市
の
長
谷
川
紗
矢
香

さ
ん
は
調
子
を
落
と
し
た
牛
が
出
す
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
、「
丁
寧
さ

や
さ
さ
い
な
と
こ
ろ
に
も
気
付
く
女
性
ら

し
さ
は
酪
農
に
必
要
」と
話
す
。

管
内
初
開
催

12
月
に「
酪
農
女
性
サ
ミ
ッ
ト
」
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